































































































































「太極図説」が作られたのは、人々に善を行わせるためだというのである。道徳は、聖人が考え出した人為的なものではなく、自然法則に基づくものである。それがわかっていないと形式的に行うだけになってしまう。そうならないように周敦頤はこのような図説を作ったというのである。そして、 『中庸』に言う「天命之性」を敷衍したものだと言う。 「太極図」はともすれば、抽象的、神秘的な図だと考えられ が、蘭洲は決してそうではないと考えていたのである。「太極図」は、その神秘的表現のため、道家に由来するとも言 れ が、蘭洲はそれも否定している。蘭洲は以下のように言う。













































































































この図は、上から下に、天から賦与された道徳が人に実践される過程を表している。図の右に大きな字で書かれている「天」 「命」 「性」 「道」 「教」は、言うまでもなく、 『中庸』冒頭の「天命之謂性、率性
之謂道、修道之謂教」を表している。
図の左の文言は、関係する経 の文言が、 「天」 「命」 「性」 「道」 「教」のどの範疇に属するかわかるように区切って書か








まず、図の上半分「天」 「命」 「性」の部分は、天徳である「元」 「亨」 「利」 「貞」が人に賦与される様子を表している。
○という図形は渾然一体となっている様を表し（附録注３参照（
、 「元亨利貞」の○と「仁義礼智」の○を結ぶ縦棒は、人の





























































































この「元亨利貞図」は、 『朱子語類』巻九四「周子之書」 「太極図」からの引用であり、 「太極図」に元亨利貞を当てはめ
るとよくわかるというのが趣旨である。この図は、 「太極図」の上部に対応するものなの 当然、生成過程を示す図であり、さらに「元亨利貞」の天徳を最上部に置く点においても蘭洲の図と類似性 認められる。特に、 『中庸』首章には見えない「元亨利貞」が見える点は注目に値する。すでに述べたように「元亨利貞」が天徳だというのは『易経』に基づき朱子学に一般的な理解であ が、この両 における一致は注目す きであろう。


































































































































の人、聖人の教 りとおもへるのみにて 人は万物にすぐれて、貴き のをあたえ置給ふをしらず。それ一家の主人たる者、其家に祖宗（せんぞ
（
より持伝へ、又は父母の手なれ給ひし器物財宝は、一々によく覚え、やぶらじ、そこなはじ、失はじとす。今、学者として、




（。残している図の名称は、 「中庸首章図解」 「中庸知仁勇図解」 「中庸章図」 「中庸廿七章大小相資首尾相
応図」 （ 『中庸首章発蒙図解』 ・ 『与楽園叢書』巻 所収
















































」 「継之者善」 「人生静以上」 「自降生民則既莫
不与之」ハ、各天アタヘ人稟ルツギメ界分ノ処・命ヲ説語ユヘ、此図ノ右ノ方ノ大ニ「命」ト書スルニ並べツラヌ。 「自降生民則既莫不与之」 『大学』ノ序ノ此句バカリ命ノ時ニアタルユヘヌキ出シ挙ル也。〔性〕次ニ、大円子ヲ書シ其中ニ「仁義礼智」ト書スルハ、既天ノ四徳ヲ人ニ稟テ性トナリ、天ノ四徳、仁義礼智ト名ノカハリタル後ヲ示ス図也。ユヘニ此図ノ右ノ方ノ大ニ「性」ト書 ル 並ベツラネテ「性」ト照ジ合ス。上ノ大円子ノ中ニ四徳ヲ書ス図ヨリ
次ノ小円子ノ中ニ又四徳ヲ書ス図
及ビ此大円子ノ中ニ仁義礼智ヲ書ス図マデニ一筋竪ニ貫キタル筋ヲ引







ニ、 「乾道変化」ヲ別ニ書シテ此意ヲ示ス。是故ニ、 『易』ニ「大哉乾元万物資始」ト「万物各正其性 ニテ ミテ ルニ、又「乾道変化」ト説モ此深意アルユヘ也。然レバ、此図「乾道変化」 「命」ノ字ノ並ビニツラネズ テ、 「 」ノ字
五井蘭洲「『中庸』天命性図」について
— 1（（ —

















































































































































名詞を否定するのに「不」を使うことは一般的ではないが、 『中庸』に「苟不至徳」の用例がある。 「無」 （や「非」
（
では百パーセ
ントの否定になると思ったからであろうか
（
1（
大学、小学
　
ここでは「教」として「大学」 「小学」だけが書かれているが、蘭洲は「教」を、 「聖賢の教え（直接の教授
（」 「天地万物
の様子を見て我が身を省みること（自省
（」 「書物や伝聞で古人の嘉言善行を知りそれに習うこと（書物
（」 「悪い例を見て自己反省する
（反面教師（
」 「人主が礼楽刑政で人民を教化すること（人民教化（
」とより多角的に考えていた（蘭洲『中庸首章解』
1（ａ（
。
（
1（
中和
　『中庸』第一章に「喜怒哀楽之未発謂之中、発而皆中節謂之和。中也者天下之大本也、和也者天下之達道也。致中和、天地位焉、
萬物育焉」とある。
（
1（
生知安行
　『中庸』第二十章に「或生而知之、或学而知之、或困而知之。及其知之一也。或安而行之、或利而行之、或勉強而行之。及其
成功一也」とある。 「生而知之」という語は『論語』述而篇、季氏篇にも見える。
（
1（ 舜有天下而不与焉
　『論語』泰伯篇に見える。
（
1（ 詩
　『詩経』小雅・巧言に「他人有心、予忖度之」とある。
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